
シロアリの歴史 

シロアリは、木材を主食として集団で生活しています。約 3 億年もの昔から地上にいる昆虫で、約 3 億

年前にごきぶりの祖先から分化し、高温多湿の広大な大森林の中で樹木を食べていました。自然界で

は、『森の掃除屋さん』として枯れ木などを分解し、土に戻すと言う重要な役目を担っていますが、住宅

地では、家の柱や土台を食べる厄介者。見えないところで家をボロボロにしてしまいます。 

湿気を好み主に床下から木造家屋に侵入し家屋に食いつくのがシロアリです。  

 

 

 


